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　１０月１日より、茨城県と美浦村が共同で運営している小児（中学３年生までのお子様）および妊産婦の方
を対象とした医療福祉制度（マル福）の所得制限が緩和されます。これに伴い、１０月１日時点で有効の黄色
またはピンク色の医療福祉費受給者証をお持ちの方（旧所得制限額ではマル福非該当となっていた方）の所
得を再判定します。
　判定の結果、該当となった方には１０月から使える新しいマル福の受給者証を９月下旬頃にお送りします
ので、使い方等をご確認のうえご利用ください。

　県内の医療機関窓口で「健康保険証」と「医療福祉費受給者証」を提示すると、自己負担金が次のよう
になります。

《マル福自己負担金》
【外来】医療機関ごとに、１日６００円を限度に月２回（３回目以降は自己負担なし）
【入院】医療機関ごとに、１日３００円を限度に月３０００円まで
【調剤】自己負担なし

《医療福祉費・マル福自己負担金の支給申請方法》
　医療機関等を受診した日の翌月以降に、領収書（原本）・診療明細書または調剤明細書・印鑑・振込先の
口座が分かるもの・高額療養費等の対象になる場合はその支給決定通知書を、役場国保年金課窓口までお
持ちください。後日、口座振込により医療費を助成します。

・中学生の受給者証は入院時のみ使用できます。
・中学生の外来診療分、マル福の受給者証が使えない県外医療機関受診分の助成については、一般の方と
　同様に保険証のみで医療機関を受診し、その領収書を添えて下記の「医療福祉費・マル福自己負担金の
　支給申請方法」のとおり申請してください。
・妊産婦の受給者証は原則として産科・産婦人科でのみ使用できます。
・保険適用外の料金、食事・生活療養費、学校でのケガ等でかかった医療費（一部除外有り）は、助成の
　対象外です。
・中学３年生までのお子様については、マル福自己負担金分も助成しています。詳細は下記の「医療福祉
　費・マル福自己負担金の支給申請方法」をご覧ください。

～平成２８年１０月から小児・妊産婦の方を対象としたマル福の所得制限が緩和されます～

　小児の父母、妊産婦本人とその配偶者の所得制限額が、次のとおり改正されます。

※上表の所得制限額は、医療福祉制度における８万円の定額控除が加算された額です。また、扶養親族に
　老人控除対象配偶者または老人扶養親族が含まれていない場合の額となっています。
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◇受給者証の使用上の留意点

黄色・ピンク色の
医療福祉費受給者証を
　　　　お持ちの方へ

所得制限額

１人 ２人 ３人 ４人 ５人０人扶養親族数

１０月１日からの所得制限額

９月３０日までの所得制限額 ５５１万円５２１万円４９１万円４６１万円４３１万円４０１万円

８２０万円７８２万円７４４万円７０６万円６６８万円６３０万円

＊扶養親族１人につき３０万円（老人控除対象配偶者または老人扶養親族は１人につき３６万円）加算。

＊扶養親族１人につき３８万円（老人控除対象配偶者または老人扶養親族は１人につき４４万円）加算。

マル福の受給者証の使い方
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ジョイナスみほ好成績！

美浦村子ども議会初開催！花いっぱい運動コンクール

７/３１　光と風の丘公園野球場

第４３回地区対抗野球大会


